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１月３１日の当社ファンドの基準価額変動について 

 

１月３１日、「チャイナ･リアル･ウォッチ」、「チャイナ・ディスカバリー・ファンド（愛

称：神龍）」の基準価額が大きく変動致しましたので以下でご報告いたします。 

 

１．ファンド名および基準価額（１月３１日現在）  

ファンド名 基準価額（円）前日比（円） 騰落率（％）

チャイナ･リアル･ウォッチ 16,386 -1,020 -5.86% 

チャイナ・ディスカバリー・ファンド

（愛称：神龍） 
11,795 -720 -5.75% 

 
２．主要株価指数の騰落率＜現地株価は1月29日と30日の比較。円ベース騰落率は東京時間

TTMﾍﾞｰｽ＞ 

関連主要株価指数 
騰落率(％) 

(香港ﾄﾞﾙﾍﾞｰｽ)

騰落率(％) 

(円ﾍﾞｰｽ) 

香港ﾊﾝｾﾝ指数 -2.63% -3.12% 

ﾊﾝｾﾝ中国企業株指数（H株） -4.66% -5.15% 

ﾊﾝｾﾝ中国ﾚｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ指数 -2.89% -3.39% 

  

３．香港株式市場下落要因ならびに今後の見通し 

 

香港株式市場は、米国の二度の利下げにもかかわらず軟調であった先週の米国株式市場

に連動し、米国の緊急景気対策への失望感を受けて売りが膨らみました。更に、最近の中

国株式相場下落が中国人寿保険と中国平安保険のリターン（投資収益）に影響を及ぼすと

の懸念が広がったことや、フランスのＢＮＰパリバが中国金融セクターの投資判断を「ア

ンダーウエート」に引き下げたこと、米格付け会社スタンダード・アンド・プアーズ（Ｓ

＆Ｐ）が、サブプライム（信用力が低い個人向け）住宅ローン関連の金融機関の損失が世

界全体で2650億米ドル（約28兆3000億円）を上回る可能性があるとの見方を示したことが

嫌気され、中国建設銀行をはじめ本土銀行株が売られました。香港ハンセン指数・Ｈ株指
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数・レッドチップ指数は大きく下落しました。 

 

金融機関がどれだけの評価損を計上しなくてはならないかに関して不透明感があり、世

界的に株式市場は不安定で、投資家の信頼を回復するにはまだ時間を必要とするかもしれ

ません。米国経済がリセッション入りを避け、ソフトランディングできるかどうかは、短

期の株式市場動向にとってキーポイントです。しかしながら中国のマクロ経済の成長に対

するポジティブな見方は今でも変わりません。当局の継続的な金融引締の影響もあり、各

産業が国内需要を背景に過熱感なく成長を続けると見ています。 

以上 

 

 


